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インターネット
情報提供サービス
SNSやウェブサイトで様 な々情
報発信を行っています。
ぜひ、ご覧ください。

アプリ「カタログポケット」

市報・防災ブック　翻訳など

アプリ「マチイロ」

市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅 ま々で

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!
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直
方
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化
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合
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ポ
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市報のおがた　24

□転入  152 人　□転出  178 人
□出生    18 人　□死亡    77 人

　令和 5 年 10 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55,235 人（ － 405）
　〔うち外国人 718 人〕
　　男　26,170 人  （ － 130）
　　女　29,065 人  （ － 275）
■世帯数　27,677 世帯（+185）

　
直
方
藩
が
復
活
し
、長
清
公
が
藩
主
に

　

東
蓮
寺
藩
を
直
方
藩
と
改
称
し
た
第
三

代
藩
主
の
黒
田
長
寛
公
は
福
岡
本
藩
の
事

情
に
よ
り
呼
び
戻
さ
れ
て
嫡
子
と
な
り
、綱

政
と
改
名
し
ま
し
た
。

　
１
６
８
８
年
、綱
政
公
が
第
四
代
福
岡
藩

主
に
就
任
し
た
際
に
、藩
主
不
在
で
本
藩
預

か
り
と
な
っ
て
い
た
直
方
藩
を
復
活
さ
せ
て

弟
の
長
清
公（
１
６
６
７
～
１
７
２
０
）を
第

四
代
藩
主
と
し
ま
し
た
。

　
東
蓮
寺
藩・直
方
藩
で
は
通
常
の
父
→
子

で
は
な
く
、叔
父
→
甥
、叔
父
→
甥
、兄
→

弟
と
い
う
変
則
的
な
相
続
が
三
度
に
わ
た

り
続
き
ま
し
た
。

　
藩
主
館
新
設
と
城
下
町
の
拡
大

　
復
活
し
た
直
方
藩
は一万
石
を
加
増
さ
れ

て
五
万
石
と
な
り
、石
高
に
ふ
さ
わ
し
い
藩

主
館
を
直
方
市
体
育
館
西
側
の
現
在
住
宅

地
に
な
って
い
る
台
地
に
新
築
し
、付
近
の
高

台
に
あ
っ
た
妙
見
社
は
北
側
に
移
転
し
て
多

賀
神
社
と
改
称
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
館
の
南
側
に
武
家
屋
敷
の「
門
前

町
」、そ
の
東
側
に
町
屋
の「
新
町
」が
で
き
、

従
来
の
町
屋
は「
古
町
」と
な
り
ま
し
た
。今

日
の
直
方
の
中
心
市
街
地
は
初
代
福
岡
藩

主
高
政
公
の
時
に
基
盤
が
築
か
れ
、長
清
公

の
時
代
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
そ
の
後
は
大
き
な

災
害
も
な
く
現
在
に
至
って
い
ま
す
。

　
名
君
長
清
公

　
従じ

ゅ

五ご

い

の

げ

位
下・伊い

せ
の
か
み

勢
守
に
任
じ
ら
れ
た
長
清

公
は
江
戸
城
普
請
手
伝
い
、江
戸
神
田
橋
御

番
な
ど
の
幕
府
の
役
務
を
務
め
、福
岡
本
藩

に
お
い
て
も
病
弱
の
兄
綱
政
公
を
助
け
て
藩

政
に
関
与
し
ま
し
た
。

　
１
７
１
１
年
に
綱
政
公
が
没
し
、福
岡
藩

第
五
代
藩
主
と
な
っ
た
宣の

ぶ
ま
さ政
公
も
病
弱
で

藩
主
の
務
め
を
果
た
せ
な
い
た
め
長
崎
港
の

防
衛
に
あ
た
る
長
崎
勤
番
と
い
う
重
要
な

役
務
に
つ
き
、後
に
幕
府
の
許
可
を
得
て
福

岡
藩
の
藩
主
後
見
を
務
め
善
政
を
行
って
名

君
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
文
人
大
名
長
清
公

　
長
清
公
は一方
で
風
流
の
道
を
愛
す
る
文

人
大
名
で
も
あ
り
、直
方
藩
内
の
文
芸
活
動

が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
流
俳
人
諸
九
尼
の
夫
と
な
っ
た
有あ

り
い井

浮ふ
ふ
う風
は
長
清
公
の
書
記
で
し
た
が
後
に
武

士
を
捨
て
て
俳
諧
師
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
清
公
は
内
ケ
磯
の
鳥
野
神
社
の
桜
や

頓
野
の
近
津
神
社
の
紅
葉
を
愛
し
、近
津
神

社
の
拝
殿
右
側
に
歌
碑
が
あ
り
、水す

い
た田
宮
司

の
献
上
歌
と
長
清
公
の
返
歌

　
千
加
津
川
岸
の
も
み
ぢ
ば
こ
こ
ろ
あ
ら
ば

　
ま
た
来こ

む
秋
の
色
な
わ
す
れ
そ

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
長
清
公
夫
妻
の
墓

　
多
忙
を
極
め
た
長
清
公
は
１
７
２
０
年
に

江
戸
の
藩
邸
で
逝
去
、54
歳
で
し
た
。法
号
は

龍り
ゅ
う
し
ゅ
う
い
ん

湫
院
殿で

ん
さ
き
の
せ
い
し
ゅ
う

前
勢
州
刺し

し史
瑞ず

い
り
ん林
道ど

う
し
ょ
う翔
大だ

い

居こ

じ士

で
す
。

　
江
戸
の
天
真
寺（
東
京
都
港
区
南
麻
布
）

と
福
岡
市
東
区
の
崇
福
寺
、高
野
山
に
墓
が

あ
り
ま
す
。直
方
藩
が
廃
藩
と
な
っ
た
た
め

直
方
に
は
墓
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

長
清
公
の
前
正
室
は
中
津
藩
主
小
笠
原

家
の
息
女
で
１
６
９
６
年
に
逝
去
、後
正
室

は
前
正
室
の
妹
で
、後
の
福
岡
藩
第
六
代
藩

主
継
高
公
の
生
母
で
１
７
０
６
年
に
逝
去
。

二
人
の
正
室
の
墓
は
天
真
寺
、山
部
の
雲
心

寺
に
あ
り
ま
す
。

  
東
蓮
寺
藩（
の
ち
直
方
藩
）の
歴
史

  
第
10
回

　

第
四
代
藩
主
黒
田
長
清
公

第第105105回回

第四代藩主長清公の墓碑
（東京都港区の天真寺墓地）


